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山下晶子､有団富夫 (日大 ･医 ･2解)
マカタサルの一次運動野の前肢 (辛)と予想され
る領域にバイオサイナン ･デキス トラン ･アミン
(BDA)を電気泳動法により､細胞外に撒立注入して､
運動野の皮質細胞を標識した｡今回は中心溝前壁上の
運動皮質 (前肢領域)のVb層に細胞体が存在 し､主
軸索は脊髄へ投射すると見なされる大錐体細胞からの
水平軸索側枝の投射軌跡と終末樹について報告する｡
BDA標放されたvb層の大錐体細胞から出た有髄
軸索は下行してその直下の白質に入った｡vb層にお
いてこの有馳軸索から一本の有髄側枝が分かれ､前 ･
上 ･外方へと1.1mm走り､日Ⅰ層とva層の境界に通
した｡この有髄側枝はここからlIl層とva層の境界に
沿って前方へ更に2.0mm進み-この走りから水平軸索
と呼ぶ-､その地点で急角度で上方へ曲がってlII層内
へ入り､直ちに髄鞘を失って無駄 (軸索)側枝となっ
た｡なをここまでの途中､この有髄側枝から枝は全く
出なかった｡ 無髄となった軸索側枝はmc層の下部
において､2枚に分岐した｡その一枝は枝を出しつつ
lIb層からlIIa層へと上行､11層の近くで終わった｡
他の一枝はIIc層内でさらに2枚に分かれ､その1本
は枝を放出しながらIIb層に入りそこに終わり､もう
1本はIHc層内に水平に3501m延びる長枝やその他
に多数の短枝を放出しつつ上行し､llb､lla層に入り
lI層の近くで終わった｡上述の無髄軸索側枝とその枝
は11Ⅰ層内でboutonsenpassant,スバイン様突起､終末
プトンを備えた｡ 要約すると､手指を再現する運
動野のVb層の大錐体細胞から出た軸索側枝が､lIl眉
とV層の境界を前方へ向かって枝を出すことなく約3
mm走り､手指または手根を再現する運動野の lII層
に投射してそこに終末樹を作る｡これは運動野におけ
る情報伝達の一部はnon･divergenlであることを示す｡
(1997年10月北米神経科学会にて発表)
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